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道
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電
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車
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路
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時
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　『改
かい

訂
てい

版
ばん

　N
ニ ュ ー

EWマーク・記
き

号
ごう

の大
だい

百
ひゃっ

科
か

』では、巻
かん

ごとにテーマを決
き

め、そのテーマに関
かん

するマーク・記
き

号
ごう

を取
と

り上
あ

げています。マーク・記
き

号
ごう

の意
い

味
み

や成
な

り立
た

ち、役
やく

割
わり

を説
せつ

明
めい

するとともに、使
つか

われている製
せい

品
ひん

などの写
しゃ

真
しん

をのせてい
ます。身

み

の回
まわ

りのマークや記
き

号
ごう

について調
しら

べる際
さい

の参
さん

考
こう

にしてください。どのページにどんなマーク・記
き

号
ごう

がのっ
ているかを調

しら

べるときは、もくじやさくいんをひいてみましょう。

●マーク・記
き

号
ごう

は、法
ほう

律
りつ

で定
さだ

められているもの、J
ジ ス

IS（日
に

本
ほん

産
さん

業
ぎょう

規
き

格
かく

）やI
アイ

S
エス

O
オー

（国
こく

際
さい

標
ひょう

準
じゅん

化
か

機
き

構
こう

）の規
き

格
かく

があるもの、
業
ぎょう

界
かい

の団
だん

体
たい

や企
き

業
ぎょう

が独
どく

自
じ

につくっているものなどがあります。ここでは、できるだけ、マーク・記
き

号
ごう

の制
せい

定
てい

者
しゃ

・団
だん

体
たい

が定
さだ

めたものを紹
しょう

介
かい

しています。
●マーク・記

き

号
ごう

の名
な

前
まえ

は、原
げん

則
そく

として正
せい

式
しき

名
めい

称
しょう

にしています。
●印

いん

刷
さつ

用
よう

インクの関
かん

係
けい

で、指
し

定
てい

されている色
いろ

と少
すこ

しちがう色
いろ

になっているマーク・記
き

号
ごう

があります。
●色

いろ

の決
き

まりのないものは、独
どく

自
じ

につけている場
ば

合
あい

があります。
●J

ジ ス

ISの規
き

格
かく

があるマーク・記
き

号
ごう

は、そのことがわかるように表
ひょう

示
じ

しています。

※本
ほん

書
しょ

は、『N
ニ ュ ー

EWマーク・記
き

号
ごう

の大
だい

百
ひゃっ

科
か

』（2016年
ねん

刊
かん

）を改
かい

訂
てい

したものです。
※特

とく

に断
ことわ

りのない場
ば

合
あい

は、2020年
ねん

1月
がつ

現
げん

在
ざい

の情
じょう

報
ほう

に基
もと

づいています。2
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設
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のマーク……………………………
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のマーク…………………………………
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　私
わたし

たちの身
み

の回
まわ

りには、たくさんのマーク・記
き

号
ごう

があります。家
いえ

にある電
でん

気
き

製
せい

品
ひん

、学
がっ

校
こう

で使
つか

う文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

やコンピュータ、図
と

書
しょ

館
かん

にある本
ほん

、駅
えき

にある案
あん

内
ない

表
ひょう

示
じ

、街
まち

にある自
じ

動
どう

販
はん

売
ばい

機
き

や道
どう

路
ろ

標
ひょう

識
しき

など、さまざまなマーク・記
き

号
ごう

が思
おも

いうかぶでしょう。

　マーク・記
き

号
ごう

は、「色
いろ

や形
かたち

で意
い

味
み

を表
あらわ

すしるし」です。そして、それを目
め

にした人
ひと

に、何
なん

らかの意
い

味
み

を伝
つた

えるという役
わく

割
わり

を持
も

っています。人
ひと

に何
なに

かを伝
つた

えることを、コミュニケーションといいます。コミュニケーションの道
どう

具
ぐ

として、まず思
おも

いうか

ぶのは、ことばや文
も

字
じ

かもしれません。ことばや文
も

字
じ

も広
ひろ

い意
い

味
み

では、マーク・記
き

号
ごう

にふくまれますが、ことばや文
も

字
じ

だけでは、

伝
つた

えたいことがじゅうぶんに伝
つた

わらないこともあります。ことばの通
つう

じない外
がい

国
こく

人
じん

や文
も

字
じ

の読
よ

めない小
ちい

さい子
こ

とコミュニケ

ーションをとることを想
そう

像
ぞう

すればわかるでしょう。そんなときに、見
み

ただけで意
い

味
み

をイメージできる、ことばや文
も

字
じ

以
い

外
がい

の

マーク・記
き

号
ごう

が大
おお

きな役
やく

割
わり

をはたします。

　このシリーズ、『改
かい

訂
てい

版
ばん

　N
ニ ュ ー

EWマーク・記
き

号
ごう

の大
だい

百
ひゃっ

科
か

』では、身
み

の回
まわ

りにあるマーク・記
き

号
ごう

を取
と

り上
あ

げ、その意
い

味
み

や成
な

り立
た

ち、

役
やく

割
わり

などを説
せつ

明
めい

しています。この本
ほん

を読
よ

むことで、マーク・記
き

号
ごう

についての知
ち

識
しき

を深
ふか

めるとともに、マーク・記
き

号
ごう

が持
も

つ大
おお

き

な可
か

能
のう

性
せい

に気
き

づいてもらえればと思
おも

っています。

　現
げん

代
だい

は、国
こく

際
さい

化
か

が進
すす

み、さまざまな国
くに

の人
ひと

たちとの交
こう

流
りゅう

がさかんです。また、地
ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

を守
まも

ることにも関
かん

心
しん

が高
たか

まってい

ます。いっぽうで、大
おお

地
じ

震
しん

や津
つ

波
なみ

などの災
さい

害
がい

も心
しん

配
ぱい

されています。じつは、マーク・記
き

号
ごう

は、こうしたこととも深
ふか

い関
かか

わり

を持
も

っています。まさに現
げん

代
だい

は、マーク・記
き

号
ごう

がなくてはならない時
じ

代
だい

だといえるでしょう。このシリーズの「N
ニ ュ ー

EW」には、

たんに「新
あたら

しい」という意
い

味
み

だけでなく、「時
じ

代
だい

が求
もと

めることに対
たい

応
おう

している」という意
い

味
み

がこめられているのです。



複
ふく

合
ごう

施
し

設
せつ

にあるマーク
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　複
ふく

合
ごう

施
し

設
せつ

には、店
みせ

やレストラン、美
び

術
じゅつ

館
かん

、映
えい

画
が

館
かん

、会
かい

社
しゃ

などがたくさん集
あつ

まっていて、たくさんの人
ひと

が訪
おとず

れま
す。訪

おとず

れる人
ひと

が迷
まよ

わずに目
もく

的
てき

地
ち

へ行
い

ったり、エレベータ
ーやトイレなどの設

せつ

備
び

、駅
えき

がどこにあるかを確
たし

かめたり
できるように、マークを使

つか

って案
あん

内
ない

をしています。

　東
とう

京
きょう

の六
ろっ

本
ぽん

木
ぎ

ヒルズは、高
たか

いビルがあり、

ビルの中
なか

には商
しょう

業
ぎょう

施
し

設
せつ

、文
ぶん

化
か

施
し

設
せつ

、ホテル、

企
き

業
ぎょう

のオフィスなどがあります。

扌六
ろっ

本
ぽん

木
ぎ

ヒルズ。高
たか

さ238m
メートル

、地
ち

上
じょう

54階
かい

建
だ

てのビルには、多
おお

くの施
し

設
せつ

がある。

扌高
たか

い位
い

置
ち

にあり、見
み

やすいマーク。

扌注
ちゅう

意
い

を呼
よ

びかけるマーク
や、禁

きん

止
し

されていることを
示
しめ

すマークのあるエスカレ
ーター。

扌ビルの中
なか

にある表
ひょう

示
じ

。通
つう

路
ろ

の天
てん

井
じょう

に設
せっ

置
ち

され、混
こん

雑
ざつ

しているときも見
み

やすい。

扌交
こう

通
つう

機
き

関
かん

や、施
し

設
せつ

内
ない

のエリアの方
ほう

向
こう

を示
しめ

す表
ひょう

示
じ

。

扌地
ち

図
ず

とマークを対
たい

応
おう

させ、わか
りやすく案

あん

内
ない

している。
扌エレベーターの入

い

り口
ぐち

横
よこ

に、車
くるま

いすや自
じ

転
てん

車
しゃ

での利
り

用
よう

ができることを表
あらわ

すマークがある。
扌トイレなどの場

ば

所
しょ

を表
あらわ

すマーク。

©PIXTA

六
ろ っ

本
ぽ ん

木
ぎ

ヒルズにあるマーク

六本木ヒルズ　2015年11月撮影

街
まち

で見
み

つけたマークや記き 号ごう

6

複
ふ く

合
ご う

施
し

設
せ つ

のマーク

施
し

設
せつ

への道
みち

案
あん

内
ない

や注
ちゅう

意
い

を呼
よ

びかける表
ひょう

示
じ

などが、マークを使
つか

って表
あらわ

されている。

博
はく

物
ぶつ

館
かん

などの施
し

設
せつ

の場
ば

所
しょ

を示
しめ

すマークが使
つか

われた街
まち

の案
あん

内
ない

板
ばん

。

　街
まち

には、公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

をはじめ、ビルや病
びょう

院
いん

など、
さまざまな場

ば

所
しょ

でマークや記
き

号
ごう

が見
み

られます。よ
く使

つか

われるマークは、案
あん

内
ない

用
よう

図
ず

記
き

号
ごう

として、J
ジ ス

IS
（日

に

本
ほん

産
さん

業
ぎょう

規
き

格
かく

）に定
さだ

められています。

商
しょう

業
ぎょう

施
し

設
せ つ

のマーク

レストランのマーク。ナイフとフォーク
をデザインし、文

も

字
じ

がわからなくても、
どんな店

みせ

かわかるようにしている。

観
か ん

光
こ う

・文
ぶ ん

化
か

・スポーツ施
し

設
せ つ

のマーク

森ビル 六本木ヒルズ　2015年11月撮影
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赤
せ き

十
じゅう

字
じ

のマーク

　赤
せき

十
じゅう

字
じ

マークは、病
びょう

院
いん

のイメージがありますが、正
ただ

しく

は、戦
せん

争
そう

や紛
ふん

争
そう

などで傷
きず

ついた人
ひと

びとと、その人
ひと

たちを救
きゅう

護
ご

する軍
ぐん

の衛
えい

生
せい

部
ぶ

隊
たい

や赤
せき

十
じゅう

字
じ

の救
きゅう

護
ご

員
いん

、施
し

設
せつ

などを守
まも

るための

マークです。赤
せき

十
じゅう

字
じ

マークに宗
しゅう

教
きょう

的
てき

な意
い

味
み

はありませんが、

イスラム教
きょう

徒
と

の中
なか

にはキリスト教
きょう

をイメージする人
ひと

びともい

るため、イスラム教
きょう

の国
くに

では赤
せき

新
しん

月
げつ

マークを使
つか

います。また、

2007年
ねん

に新
あたら

しくひし形
がた

のレッドクリスタルが加
くわ

わりました。

f警
けい

察
さつ

f電
でん

話
わ

f郵
ゆう

便
びん

fきっぷうりば／
精
せい

算
さん

所
じょ

f無
む

線
せん

L
ラ ン

AN

f休
きゅう

憩
けい

所
じょ

／
待
まち

合
あい

室
しつ

f礼
れい

拝
はい

室
しつ

f海
かい

外
がい

発
はっ

行
こう

カード
対
たい

応
おう

A
エー

T
ティー

M
エム

fミーティング
ポイント

f銀
ぎん

行
こう

・両
りょう

替
がえ

fホテル／
宿
しゅく

泊
はく

施
し

設
せつ

fシャワー fオストメイト用
よう

設
せつ

備
び

／オストメイト

fくず入
い

れ

fベビーケアルーム

f水
みず

飲
の

み場
ば

fイヤホン
ガイド

➡トイレの入
い

り口
ぐち

にあるマーク。

f病
びょう

院
いん

f救
きゅう

護
ご

所
じょ 赤

せき

十
じゅう

字
じ

赤
せき

新
しん

月
げつ

レッドクリスタル＊

JIS  Z8210 5-1-5

JIS  Z8210 5-1-3

JIS  Z8210 5-1-16

JIS  Z8210 5-1-4

JIS  Z8210 5-1-23 JIS  Z8210 5-1-24 JIS  Z8210 5-1-54

JIS  Z8210 5-1-19

JIS  Z8210 5-1-36

JIS  Z8210 5-1-20

JIS  Z8210 5-1-32 JIS  Z8210 5-1-58

JIS  Z8210 5-1-38

JIS  Z8210 5-1-21

JIS  Z8210 5-1-39

JIS  Z8210 5-1-57

JIS  Z8210 5-4-12

JIS  Z8210 5-1-15

＊レッドクリスタルはイスラエルで使
つか

われている。日本赤十字社

©PIXTA

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団

公
こう

共
きょう

・一
いっ

般
ぱん

施
し

設
せつ

のマーク
街ま

ち

で
見
つ
け
た
マ
ー
ク
や
記き

号ご
う

8

f喫
きつ

煙
えん

所
じょ

f飲
いん

料
りょう

水
すい

　役
やく

所
しょ

や博
はく

物
ぶつ

館
かん

、ホテルなど、さまざまな人
ひと

が利
り

用
よう

する公
こう

共
きょう

の施
し

設
せつ

な
どで、案

あん

内
ない

用
よう

に使
つか

われているマークは、J
ジ ス

IS（日
に

本
ほん

産業規格）に定
さだ

めら
れている案

あん

内
ない

用
よう

図
ず

記
き

号
ごう

です。案
あん

内
ない

用
よう

図
ず

記
き

号
ごう

は、文
も

字
じ

がわからなくても、
意
い

味
み

していることがわかるよう、絵
え

をもとにしてつくられています。

扌案
あん

内
ない

のマーク。
f案

あん

内
ない

所
じょ

f案
あん

内
ない

fお手
て

洗
あらい

f上
のぼ

りエスカレーター f女
じょ

子
し

f男
だん

子
し

f忘
わす

れ物
もの

取
とり

扱
あつかい

所
じょ

fエレベーター f充
じゅう

電
でん

コーナーf階
かい

段
だん

fチェックイン
／受

うけ

付
つけ

fコインロッカー

JIS  Z8210 5-1-26

JIS  Z8210 5-1-27

JIS  Z8210 5-1-6

JIS Z8210 5-1-2

JIS  Z8210 5-1-7

JIS  Z8210 5-1-1

JIS  Z8210 5-1-8 JIS  Z8210 5-1-29 JIS  Z8210 5-1-14

JIS  Z8210 5-1-9

JIS  Z8210 5-1-31

JIS  Z8210 5-1-10

JIS  Z8210 5-1-11

JIS  Z8210 5-1-13

JIS  Z8210 5-1-12

JIS  Z8210 5-1-17

JIS  Z8210 5-1-55

JIS  Z8210 5-1-33

JIS  Z8210 5-1-18

f手
て

荷
に

物
もつ

一
いち

時
じ

預
あず

かり所
じょ

f障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が
使
つか

える設
せつ

備
び

fクロークfスロープfカート

©PIXTA
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自
じ

分
ぶ ん

でマークを考
かんが

えてみよう

　場
ば

所
しょ

やサービスを表
あらわ

すマークや記
き

号
ごう

は、利
り

用
よう

者
しゃ

が見
み

やすく、使
つか

いやすいよう、さまざまな工
く

夫
ふう

がされています。み

なさんも身
み

の回
まわ

りで使
つか

えるマークを考
かんが

えてみましょう。学
がっ

校
こう

で友
とも

だちと使
つか

うマーク、家
いえ

で家
か

族
ぞく

と使
つか

うマークなど工
く

夫
ふう

してつくってみましょう。

　まずは、何
なに

を示
しめ

すマー

クか考
かんが

えましょう。目
め

に

する人
ひと

みんなに役
やく

立
だ

ち、

活
かつ

用
よう

してもらうためにも、

毎
まい

日
にち

の生
せい

活
かつ

をふり返
かえ

って

考
かんが

えます。

　マークは、使
つか

う人
ひと

みん

なにわかりやすいものが

よいので、その動
どう

作
さ

や目
もく

的
てき

に関
かん

係
けい

のある絵
え

がらを

もとにするのがよいでし

ょう。どんな状
じょう

況
きょう

で使
つか

う

か、何
なに

を使
つか

うか、などを

考
かんが

えます。

扌➡手
て

洗
あら

い所
じょ

に置
お

かれてい
る、表

ひょう

示
じ

用
よう

の立
りっ

方
ぽう

体
たい

。

①目
もく

的
て き

を考
かんが

える

③マークのもとになる絵
え

がらを考
かんが

える

学
がっ

校
こう

で使
つか

われているオリジナルマーク

②使
つか

う場
ば

所
し ょ

を考
かんが

える

④デザインする

　独
どく

自
じ

のマークを使
つか

い、学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

に活
かつ

用
よう

している小
しょう

学
がっ

校
こう

があ

ります。

　目
もく

的
てき

が決
き

まったら、そ

の際
さい

、どこに表
ひょう

示
じ

すれば

有
ゆう

効
こう

かを考
かんが

えます。最
もっと

も

効
こう

果
か

的
てき

で、そのマークが

あれば便
べん

利
り

な場
ば

所
しょ

を考
かんが

え

ましょう。

　マークのもとになる絵
え

がらを組
く

み合
あ

わせたり、

省
しょう

略
りゃく

したりしてデザイン

を考
かんが

えます。そのものの

絵
え

でなくても、頭
かしら

文
も

字
じ

を

入
い

れたり、矢
や

印
じるし

や×、◯な

どの記
き

号
ごう

を使
つか

うなど工
く

夫
ふう

してデザインしましょう。

扌図
と

書
しょ

館
かん

の書
しょ

棚
だな

に置
お

かれた、本
ほん

の整
せい

理
り

を呼
よ

びかけるマーク。

冷
れい

水
すい

機
き

の場
ば

所
しょ

を示
しめ

すマークを
つくろう。

水
みず

を飲
の

む場
ば

面
めん

の絵
え

をもとにしよう。 絵
え

を簡
かん

略
りゃく

化
か

しよう。

ろうかの曲
ま

がり角
かど

に表
ひょう

示
じ

する
とわかりやすい。

観
かん

光
こう

・文
ぶん

化
か

・スポーツ施
し

設
せつ

のマーク
街ま

ち

で
見
つ
け
た
マ
ー
ク
や
記き

号ご
う

12 公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団

➡動
どう

物
ぶつ

園
えん

や博
はく

物
ぶつ

館
かん

などがある公
こう

園
えん

の
案
あん

内
ない

板
ばん

。いろいろな施
し

設
せつ

の場
ば

所
しょ

がマ
ークで示

しめ

されている。

f歴
れき

史
し

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

3

fスポーツ活
かつ

動
どう

fT
ティー

バー＊リフトf自
し

然
ぜん

保
ほ

護
ご

fスカッシュコート f腰
こし

掛
か

け式
しき

リフト

f公
こう

園
えん

f歴
れき

史
し

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

1

f温
おん

泉
せん

f博
はく

物
ぶつ

館
かん

／美
び

術
じゅつ

館
かん

f歴
れき

史
し

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

2

fキャンプ場
じょう

f展
てん

望
ぼう

地
ち

／景
けい

勝
しょう

地
ち

f海
かい

水
すい

浴
よく

場
じょう

／プール fスキー場
じょう

JIS Z8210 5-4-1

JIS Z8210 JA-2-1

JIS Z8210 JA-2-6

JIS Z8210 5-4-6

JIS Z8210 JA-2-2

JIS Z8210 JA-2-7

JIS Z8210 5-4-7

JIS Z8210 JA-2-3

JIS Z8210 JA-2-8

JIS Z8210 5-4-8

JIS Z8210 JA-2-4

JIS Z8210 JA-2-9

JIS Z8210 5-4-9b

JIS Z8210 JA-2-5

JIS Z8210 JA-2-10

＊T
ティー

バー…T
ティー

字
じ

形
がた

のフックで斜
しゃ

面
めん

を登
のぼ

るリフト

　J
ジ ス

ISの案
あん

内
ない

用
よう

図
ず

記
き

号
ごう

は、
ほかにもさまざまな場

ば

所
しょ

で
見
み

られます。公
こう

園
えん

、博
はく

物
ぶつ

館
かん

、美
び

術
じゅつ

館
かん

、スポーツ施
し

設
せつ

、歴
れき

史
し

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

など、い
ろいろなものがマークで表

あらわ

されています。街
まち

の案
あん

内
ない

板
ばん

などには、案
あん

内
ない

用
よう

図
ず

記
き

号
ごう

の
形
かたち

を少
すこ

し変
か

えたマークが使
つか

われていることもあります。
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fバス／バスのりば f鉄
て つ

道
ど う

／鉄
て つ

道
ど う

駅
え き

 f自
じ

転
て ん

車
し ゃ

 fレンタカー fレンタサイクル
／シェアサイクル 

f船
せ ん

舶
ぱ く

／
フェリー／港

みなと
fヘリコプター／

ヘリポート 
fロープウェイ fタクシー／

タクシーのりば 
fケーブル鉄

て つ

道
ど う

 

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

などのマーク

　地
ち

下
か

鉄
てつ

やモノレールは、

J
ジ ス

ISの案
あん

内
ない

用
よう

図
ず

記
き

号
ごう

とは少
すこ

しちがった形
かたち

で表
ひょう

示
じ

されて

いることがあります。それ

ぞれの列
れっ

車
しゃ

の特
とく

徴
ちょう

を、マー

クに反
はん

映
えい

したものです。

特
と く

徴
ちょう

を生
い

かしたマーク

➡東
とう

京
きょう

の地
ち

下
か

鉄
てつ

のマ
ーク。電

でん

車
しゃ

がトンネ
ル内

ない

を走
はし

る絵
え

をもと
にしている。

➡モノレールのマー
クは、電

でん

車
しゃ

が１本
ぽん

の
線
せん

路
ろ

の上
うえ

を走
はし

る絵
え

を
マーク化

か

している。

JIS Z8210 5-2-6

JIS Z8210 5-2-2

JIS Z8210 5-2-3

JIS Z8210 5-2-5

JIS Z8210 5-2-4

JIS Z8210 5-2-7

JIS Z8210 5-2-9

JIS Z8210 5-2-8

JIS Z8210 5-2-10

JIS Z8210 5-2-20

　J
ジ ス

IS（日
に

本
ほん

産
さん

業
ぎょう

規
き

格
かく

）の「案
あん

内
ない

用
よう

図
ず

記
き

号
ごう

」には、交
こう

通
つう

機
き

関
かん

などを表
あらわ

すものもあります。道
どう

路
ろ

の案
あん

内
ない

標
ひょう

識
しき

など
にも使

つか

われているので、目
め

にすることも多
おお

いでしょう。
　J

ジ ス

ISの「案
あん

内
ない

用
よう

図
ず

記
き

号
ごう

」と少
すこ

しちがったマークもたく
さんあり、地

ち

図
ず

の中
なか

などにもよく似
に

たマークが使
つか

われ
ています。

➡街
まち

中
なか

にある案
あん

内
ない

標
ひょう

識
しき

。交
こう

通
つう

機
き

関
かん

の名
めい

称
しょう

とマークが表
ひょう

示
じ

されている。

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団

交
こう

通
つう

のマークや記
き

号
ごう

14
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安
あん

全
ぜん

でスムーズな交
こう

通
つう

のために、自
じ

動
どう

車
しゃ

や自
じ

転
てん

車
しゃ

、歩
ほ

行
こう

者
しゃ

に向
む

けたさま
ざまな標

ひょう

識
しき

が設
せっ

置
ち

されている。

　道
どう

路
ろ

、鉄
てつ

道
どう

、空
くう

港
こう

など、人
ひと

や物
もの

を運
はこ

ぶ手
しゅ

段
だん

や設
せつ

備
び

を交
こう

通
つう

機
き

関
かん

といいます。交
こう

通
つう

機
き

関
かん

は、多
おお

くの人
ひと

が利
り

用
よう

するので、だれにでもわかりやすいマークや記
き

号
ごう

を使
つか

い、確
かく

実
じつ

に目
もく

的
てき

の場
ば

所
しょ

に行
い

けるような工
く

夫
ふう

が取
と

り入
い

れられています。道
どう

路
ろ

標
ひょう

識
しき

のように、法
ほう

律
りつ

で決
き

められているマークや記
き

号
ごう

もあります。

鉄
てつ

道
どう

の駅
えき

には、電
でん

車
しゃ

が発
はっ

着
ちゃく

するホーム
を、色

いろ

や数
すう

字
じ

、マークを使
つか

って案
あん

内
ない

す
る表

ひょう

示
じ

板
ばん

が設
せっ

置
ち

されている。

外
がい

国
こく

の人
ひと

も多
おお

く利
り

用
よう

する空
くう

港
こう

では、こ
とばがわからなくても理

り

解
かい

できるよう
なマークが使

つか

われている。

道
ど う

路
ろ

のマーク

鉄
て つ

道
ど う

のマーク 空
く う

港
こ う

のマーク
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　たくさんの人
ひと

が行
い

き交
か

う改
かい

札
さつ

口
ぐち

は、利
り

用
よう

者
しゃ

が安
あん

全
ぜん

で円
えん

滑
かつ

に使
つか

えるよう、進
しん

入
にゅう

可
か

・不
ふ

可
か

、

I
アイ

C
シー

カード専
せん

用
よう

など、さまざま

なマークが表
ひょう

示
じ

されています。

➡自
じ

動
どう

改
かい

札
さつ

機
き

。進
しん

入
にゅう

可
か

・不
ふ

可
か

を示
しめ

すマ
ークが目

め

立
だ

つように表
ひょう

示
じ

されている。 扌 I
アイ

C
シー

カードのタッチパネル。扌きっぷを入
い

れる場
ば

所
しょ

を示
しめ

すマーク。

障
しょう

害
がい

者
しゃ

のための国
こく

際
さい

シンボルマ
ークとベビーカーマーク。車

くるま

い
すやベビーカーのスペースであ
ることを示

しめ

す。

扌線
せん

路
ろ

に人
ひと

が落
お

ちるなどの緊
きん

急
きゅう

時
じ

に通
つう

報
ほう

する非
ひ

常
じょう

停
てい

止
し

ボタンの場
ば

所
しょ

を示
しめ

す案
あん

内
ない

。

携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

の
電
でん

源
げん

を切
き

る
ことをうな
がすマーク。

扌ホームドアから乗
の

り出
だ

さないよう
になどの注

ちゅう

意
い

を呼
よ

びかけるマーク。

➡線
せん

路
ろ

に落
お

とし物
もの

をした場
ば

合
あい

は、
駅
えき

員
いん

に取
と

ってもらうことを呼
よ

びか
ける案

あん

内
ない

。

扌列
れっ

車
しゃ

ごとに乗
じょう

客
きゃく

が並
なら

ぶ位
い

置
ち

を色
いろ

別
べつ

の線
せん

で案
あん

内
ない

する。

　お年
とし

寄
よ

りや体
からだ

の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

、妊
にん

娠
しん

している人
ひと

などに席
せき

を

ゆずるよう呼
よ

びかける優
ゆう

先
せん

席
せき

マークなど、列
れっ

車
しゃ

にもさまざ

まなマークが表
ひょう

示
じ

されています。

　電
でん

車
しゃ

が行
い

き交
か

い、人
ひと

が大
おお

勢
ぜい

集
あつ

まるホームでは安
あん

全
ぜん

性
せい

が重
じゅう

視
し

されます。乗
の

り降
お

りで事
じ

故
こ

が起
お

きないよう、注
ちゅう

意
い

をうな

がすマークやスムーズに移
い

動
どう

するための案
あん

内
ない

があります。

改
か い

札
さ つ

にあるマーク

列
れ っ

車
し ゃ

にあるマーク ホームにあるマーク

非
ひ

常
じょう

通
つう

報
ほう

ボタン。助
たす

けを求
もと

める意
い

味
み

の「S
エス

O
オー

S
エス

」の文
も

字
じ

と、ボタンをお
す指

ゆび

の絵
え

をマーク化
か

している。

扌エレベーターの場
ば

所
しょ

を示
しめ

す案
あん

内
ない

。

JR東日本
JR東日本東京駅

東急電鉄

東急電鉄

JR東日本東京駅JR東日本東京駅 JR東日本東京駅

JR東日本東京駅

JR東日本東京駅

JR東日本東京駅

交こ
う

通つ
う

の
マ
ー
ク
や
記き

号ご
う

30

駅
えき

やホームのマークや記
き

号
ごう

　駅
えき

は大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

が利
り

用
よう

する場
ば

所
しょ

なので、わかりやすい案
あん

内
ない

が必
ひつ

要
よう

です。大
おお

きな駅
えき

は乗
の

り場
ば

がいくつもあり、案
あん

内
ない

がな
いと迷

まよ

ってしまいます。電
でん

車
しゃ

が入
はい

ってくるホームには、電
でん

車
しゃ

の発
はっ

着
ちゃく

時
じ

刻
こく

を知
し

らせる案
あん

内
ない

だけでなく、安
あん

全
ぜん

を守
まも

るため
の表

ひょう

示
じ

も必
ひつ

要
よう

です。このような案
あん

内
ない

や表
ひょう

示
じ

のために、いろいろなマークや記
き

号
ごう

が使
つか

われています。

扌みどりの窓
まど

口
ぐち

の案
あん

内
ない

。 扌駅
えき

構
こう

内
ない

のトイレのマーク。

扌　マークを使
つか

った新
しん

幹
かん

線
せん

の乗
の

り場
ば

案
あん

内
ない

。

　駅
えき

のホームには、電
でん

車
しゃ

の発
はっ

車
しゃ

時
じ

刻
こく

を知
し

らせる案
あん

内
ない

板
ばん

があります。駅
えき

の入
い

り口
ぐち

付
ふ

近
きん

にも発
はっ

車
しゃ

時
じ

刻
こく

の案
あん

内
ない

板
ばん

が設
せっ

置
ち

されていることがあります。

　乗
の

り場
ば

を示
しめ

す案
あん

内
ない

のほか、みどりの窓
まど

口
ぐち

やトイレの案
あん

内
ない

など、駅
えき

にはたくさんの案
あん

内
ない

があり、いろいろなマークが

使
つか

われています。

扌行
い

き先
さき

、列
れっ

車
しゃ

名
めい

、発
はっ

車
しゃ

時
じ

刻
こく

、停
てい

車
しゃ

駅
えき

などが表
ひょう

示
じ

されている。

電
で ん

車
し ゃ

の時
じ

刻
こ く

などの表
ひょう

示
じ

乗
の

り場
ば

や施
し

設
せ つ

の案
あ ん

内
な い

のためのマーク

扌

JR東日本東京駅

JR東日本東京駅 JR東日本東京駅

JR東日本東京駅 JR東日本東京駅



地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

のできかた

文

公

木

卍
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えんとつ

針
しん

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

神
じん

社
じゃ

税
ぜい

務
む

署
しょ

鉄
てつ

道
どう

　J
ジェイ

R
アール

の線
せん

路
ろ

は、白
しろ

と黒
くろ

が交
こう

互
ご

に並
なら

ぶ太
ふと

い

線
せん

で表
あらわ

すのが一
いっ

般
ぱん

的
てき

です。まくら木
ぎ

が並
なら

ぶ

線
せん

路
ろ

を、上
うえ

から見
み

た形
かたち

からできたものです。

J
ジェイ

R
アール

以
い

外
がい

の鉄
てつ

道
どう

の線
せん

路
ろ

は、J
ジェイ

R
アール

と区
く

別
べつ

する

ために、黒
くろ

い線
せん

で表
あらわ

します。等
とう

間
かん

隔
かく

に縦
たて

の

細
ほそ

い線
せん

が入
はい

る記
き

号
ごう

は、やはりまくら木
ぎ

を表
あらわ

しています。

　国
こく

土
ど

地
ち

理
り

院
いん

の地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

には建
たて

物
もの

や施
し

設
せつ

を表
あらわ

す記
き

号
ごう

、田
た

畑
はた

や果
か

樹
じゅ

園
えん

を表
あらわ

す記
き

号
ごう

、道
どう

路
ろ

や線
せん

路
ろ

の記
き

号
ごう

、灯
とう

台
だい

など地
ち

図
ず

を
見
み

るときに目
もく

標
ひょう

となる記
き

号
ごう

など、さまざまな種
しゅ

類
るい

がありま
す。これらの記

き

号
ごう

は、もとの形
かたち

を表
あらわ

していたり、関
かん

連
れん

のあ
る文

も

字
じ

からできていたりといろいろな工
く

夫
ふう

がされています。

森
しん

林
りん

管
かん

理
り

所
しょ

寺
てら

史
し

跡
せき

・名
めい

勝
しょう

・天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

郡
ぐん

市
し

・東
とう

京
きょう

都
と

の区
く

界
かい

小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

官
かん

公
こう

署
しょ

市
し

役
やく

所
しょ

　えんとつの地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

は、けむりを上
あ

げている

えんとつを横
よこ

から見
み

た形
かたち

です。実
じつ

物
ぶつ

の形
かたち

に近
ちか

い地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

です。

　針
しん

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

の地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

は、

スギなどの針
しん

葉
よう

樹
じゅ

の、木
き

の

全
ぜん

体
たい

を横
よこ

から見
み

た形
かたち

です。

神
じん

社
じゃ

の地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

は、鳥
とり

居
い

の形
かたち

がもとになっています。

　すべての地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

が、形
かたち

や文
も

字
じ

をもとにしているわけ

ではありません。関
かん

連
れん

のない記
き

号
ごう

をあてているものもあ

ります。

　関
かん

連
れん

のある文
も

字
じ

を図
ず

案
あん

化
か

した地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

もあります。小
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を表
あらわ

す記
き

号
ごう

のもとになっている文
も

字
じ

は「文
ぶん

」です。

　寺
じ

院
いん

を表
あらわ

す記
き

号
ごう

は、仏
ぶっ

教
きょう

と関
かか

わりが深
ふか

い「卍
まんじ

」の文
も

字
じ

がも

とになっています。

税
ぜい

務
む

署
しょ

の地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

のもとは、そろばんの玉
たま

の形
かたち

です。

J
ジェイ

R
アール

J
ジェイ

R
アール

以
い

外
がい

関
か ん

連
れ ん

のある物
も の

の形
かたち

からできた記
き

号
ご う

形
かたち

からできた記
き

号
ご う

関
か ん

連
れ ん

のない単
た ん

純
じゅん

な図
ず

形
け い

からできた記
き

号
ご う

関
か ん

連
れ ん

のある文
も

字
じ

からできた記
き

号
ご う

©PIXTA

©PIXTA

©PIXTA

地
ち

図
ず

の記
き

号
ごう
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地
ち

形
け い

図
ず

の記
き

号
ご う

いろいろな地
ち

図
ず

の記
き

号
ご う

国
こく

土
ど

地
ち

理
り

院
いん

がつくった2万
まん

5000分
ぶん

の1の地
ち

形
けい

図
ず

。地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

によって、
どこに何

なに

があるかがわかる。

動
どう

物
ぶつ

園
えん

の案
あん

内
ない

マップに使
つか

われている記
き

号
ごう

。

複
ふく

雑
ざつ

な地
ち

下
か

鉄
てつ

の乗
の

りかえ駅
えき

などを、わかり
やすく表

ひょう

示
じ

した案
あん

内
ない

板
ばん

。

国土地理院の電子地形図25000オンラインを掲載

浜松市動物園
ⒸPIXTA

鉄
て つ

道
ど う

路
ろ

線
せ ん

図
ず

の記
き

号
ご う

　私
わたし

たちがよく目
め

にする地
ち

図
ず

は、国
こく

土
ど

地
ち

理
り

院
いん

という国
くに

の機
き

関
かん

がつくった地
ち

図
ず

をもとにしています。地
ち

図
ず

に使
つか

われる記
き

号
ごう

も、国
こく

土
ど

地
ち

理
り

院
いん

の地
ち

図
ず

で使
つか

われているものが、基
き

本
ほん

です。
　そのほかにも、目

もく

的
てき

に合
あ

わせていろいろな地
ち

図
ず

がつくら
れ、記

き

号
ごう

が使
つか

われています。



いろいろな地
ち

域
いき

を表
あらわ

す地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

　特
とく

別
べつ

な地
ち

域
いき

を表
あらわ

す地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

もあります。
　「植

しょく

生
せい

」の地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

は、田
た

んぼや畑
はたけ

のように作
さく

物
もつ

を栽
さい

培
ばい

している耕
こう

地
ち

や、同
おな

じ種
しゅ

類
るい

の植
しょく

物
ぶつ

が生
は

えている土
と

地
ち

などを
表
あらわ

すものです。このほか、墓
ぼ

地
ち

や工
こう

場
じょう

などの「特
とく

定
てい

地
ち

区
く

」を表
あらわ

す地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

もあります。
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植
しょく

生
せ い

特
と く

定
て い

地
ち

区
く

なくなった地
ち

図
ず

記
き

号
ご う

　地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

は時
じ

代
だい

の変
へん

化
か

とともに見
み

直
なお

しが行
おこな

われ、新
あたら

しい地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

がつくられます。その

いっぽうで、なくなる記
き

号
ごう

もあります。水
すい

車
しゃ

、牧
ぼく

場
じょう

など、右
みぎ

の図
ず

にある地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

は現
げん

在
ざい

は一
いち

部
ぶ

をのぞいて使
つか

われていません。

植
しょく

生
せい

界
かい

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

田
た

針
しん

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

畑
はたけ

竹
ちく

林
りん

桑
くわ

畑
ばたけ

ヤシ科
か

樹
じゅ

林
りん

茶
ちゃ

畑
ばたけ

ハイマツ地
ち

果
か

樹
じゅ

園
えん

笹
ささ

地
ち

その他
た

の樹
じゅ

木
もく

畑
ばたけ

荒
あれ

地
ち

特
とく

定
てい

地
ち

区
く

界
かい

樹
じゅ

木
もく

に囲
かこ

まれた居
きょ

住
じゅう

地
ち

墓
ぼ

地
ち

自
じ

衛
えい

隊
たい

城
しろ

跡
あと 史

し

跡
せき

・名
めい

勝
しょう

・
天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

重
じゅう

要
よう

港
こう

地
ち

方
ほう

港
こう

漁
ぎょ

港
こう

工
こう

場
じょう

発
はつ

電
でん

所
しょ

等
とう

温
おん

泉
せん

採
さい

鉱
こう

地
ち

噴
ふん

火
か

口
こう

・
噴
ふん

気
き

口
こう 採

さい

石
せき

地
ち

銀
ぎん

行
こう

電
でん

報
ぽう

・電
でん

話
わ

局
きょく

古
こ

戦
せん

場
じょう

造
ぞう

船
せん

所
じょ

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

庁
ちょう

水
すい

車
しゃ

牧
ぼく

場
じょう

塩
えん

田
でん

　植
しょく

生
せい

の面
めん

積
せき

が75m
メートル

×75m
メートル

以
い

下
か

または50m
メートル

×125m
メートル

以
い

下
か

の場
ば

合
あい

には、地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

を省
しょう

略
りゃく

する

ことができます。

　ほかの地
ち

区
く

と特
とく

に区
く

別
べつ

が必
ひつ

要
よう

と考
かんが

えられる地
ち

区
く

は、境
きょう

界
かい

線
せん

（特
とく

定
てい

地
ち

区
く

界
かい

）を引
ひ

いて区
く

切
ぎ

り、

それぞれの地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

をつけます。

いろいろな建
たて

物
もの

を表
あらわ

す地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

　地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

の中
なか

には、警
けい

察
さつ

署
しょ

や学
がっ

校
こう

、河
か

川
せん

、線
せん

路
ろ

など、目
め

印
じるし

になるよう

な便
べん

利
り

な記
き

号
ごう

があります。それらを地
ち

図
ず

の中
なか

に見
み

つければ、その地
ち

域
いき

を

知
し

らなくても、場
ば

所
しょ

を探
さが

すときや、迷
まよ

ったときに役
やく

立
だ

ちます。

絵
え

で表
あらわ

した地
ち

図
ず

。かくのに時
じ

間
かん

がかかる。 地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

を使
つか

った地
ち

図
ず

。簡
かん

単
たん

にかくことができる。

　地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

は地
ち

図
ず

によって変
か

わることもありますが、ほとんどの地
ち

図
ず

で同
おな

じような記
き

号
ごう

を使
つか

っています。建
たて

物
もの

を表
あらわ

す地
ち

図
ず

記
き

号
ごう

は、公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

などを表
あらわ

す一
いっ

般
ぱん

的
てき

なもののほかにも、いろいろ決
き

められています。せまい範
はん

囲
い

を大
おお

きく表
あらわ

す地
ち

図
ず

などの場
ば

合
あい

は、斜
しゃ

線
せん

などを引
ひ

いて建
たて

物
もの

の高
たか

さを表
あらわ

すこともあります。

公
こ う

共
きょう

施
し

設
せ つ

などの建
た て

物
も の

・構
こ う

造
ぞ う

物
ぶ つ

そのほかの構
こ う

造
ぞ う

物
ぶ つ

地ち

図ず

の
記き

号ご
う
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便
べ ん

利
り

な地
ち

図
ず

記
き

号
ご う

＊総
そう

描
びょう

…建
たて

物
もの

などが集
あつ

まっている場
ば

所
しょ

を、大
おお

まかにとらえて簡
かん

単
たん

に表
ひょう

示
じ

すること。

総
そう

描
びょう
＊建
たて

物
もの

（小
しょう

） 総
そう

描
びょう

建
たて

物
もの

（大
だい

）

中
ちゅう

高
こう

層
そう

建
たて

物
もの

街
がい

独
どく

立
りつ

建
たて

物
もの

（小
しょう

） 独
どく

立
りつ

建
たて

物
もの

（大
だい

）

中
ちゅう

高
こう

層
そう

建
たて

物
もの

建
たて

物
もの

類
るい

似
じ

の構
こう

築
ちく

物
ぶつ

官
かん

公
こう

署
しょ

裁
さい

判
ばん

所
しょ

税
ぜい

務
む

署
しょ

森
しん

林
りん

管
かん

理
り

署
しょ

気
き

象
しょう

台
だい

市
し

役
やく

所
しょ

町
ちょう

村
そん

役
やく

場
ば

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

保
ほ

健
けん

所
じょ

警
けい

察
さつ

署
しょ

交
こう

番
ばん

郵
ゆう

便
びん

局
きょく

小
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

大
だい

学
がく

短
たん

期
き

大
だい

学
がく

高
こう

等
とう

専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

病
びょう

院
いん

博
はく

物
ぶつ

館
かん

図
と

書
しょ

館
かん

神
じん

社
じゃ

寺
じ

院
いん

高
こう

塔
とう

記
き

念
ねん

碑
ひ

自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

伝
でん

承
しょう

碑
ひ

煙
えん

突
とつ

電
でん

波
ぱ

塔
とう

油
ゆ

井
せい

・ガス井
せい

灯
とう

台
だい

風
ふう

車
しゃ

老
ろう

人
じん

ホーム 避
ひ

難
なん

所
じょ

2006年
ねん

に、全
ぜん

国
こく

の小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

からの応
おう

募
ぼ

をもとに、風
ふう

車
しゃ

と老
ろう

人
じん

ホームの記
き

号
ごう

が加
くわ

わった。2014年
ねん

には、
避
ひ

難
なん

所
じょ

、2019年
ねん

には自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

伝
でん

承
しょう

碑
ひ

の記
き

号
ごう

が追
つい

加
か

された。

有
ゆう

料
りょう

道
どう

路
ろ

へい

擁
よう

壁
へき

（川
かわ

の堤
てい

防
ぼう

かべ） 擁
よう
壁
へき
（小
しょう

） 擁
よう

壁
へき

（大
だい

）

送
そう

電
でん

線
せん

輸
ゆ

送
そう

管
かん

（地
ち

上
じょう

） 輸
ゆ

送
そう

管
かん

（地
ち

下
か

） 輸
ゆ

送
そう

管
かん

（空
くう

間
かん

）坑
こう

口
こう
＊＊

➡料
りょう

金
き ん

所
じ ょ

＊＊坑
こう

口
こう

…地
ち

下
か

にほった通
つう

路
ろ

（坑
こう

道
どう

）の入
い

り口
ぐち

。
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　海
かい

岸
がん

線
せん

には、砂
すな

浜
はま

、石
いし

浜
はま

、がけなど、

さまざまな地
ち

形
けい

があります。海
かい

図
ず

には

海
かい

岸
がん

線
せん

の地
ち

形
けい

が記
き

号
ごう

で示
しめ

されていま

す。等
とう

高
こう

線
せん

だけではわからない地
ち

形
けい

を

知
し

ることができます。

➡千
ち

葉
ば

県
けん

南
なん

部
ぶ

の房
ぼう

総
そう

半
はん

島
とう

沖
おき

の海
かい

図
ず

。

海上保安庁図誌利用第270039号　
海図W90「東京湾」（1:100,000）部分

急
きゅう

な斜
しゃ

面
めん

から海
うみ

に続
つづ

く海
かい

岸
がん

。

海
かい

岸
がん

の近
ちか

くに砂
さ

丘
きゅう

のある海
かい

岸
がん

。

ゆるやかな地
ち

形
けい

が続
つづ

く海
かい

岸
がん

。

石
いし

が転
ころ

がっている海
かい

岸
がん

。

切
き

り立
た

ったがけになった海
かい

岸
がん

。

砂
すな

浜
はま

が広
ひろ

がっている海
かい

岸
がん

。

海
かい

図
ず

に使
つか

われている記
き

号
ごう

　海
かい

図
ず

というのは、海
かい

岸
がん

線
せん

や潮
しお

の流
なが

れ、海
かい

底
てい

の地
ち

形
けい

、灯
とう

台
だい

や浮
ふ

標
ひょう

（ブイ）
の位

い

置
ち

などを表
あらわ

す地
ち

図
ず

です。船
ふね

が安
あん

全
ぜん

に通
つう

行
こう

できるように、国
こく

際
さい

的
てき

に決
き

められた記
き

号
ごう

に基
もと

づいた記
き

号
ごう

が使
つか

われています。海
かい

図
ず

を読
よ

み取
と

ることで、
海
かい

岸
がん

や海
うみ

のようすを知
し

ることができます。

海
か い

岸
が ん

線
せ ん

の記
き

号
ご う

急
きゅう

斜
しゃ

海
かい

岸
がん

砂
さ

　丘
きゅう

平
へい

坦
たん

海
かい

岸
がん

石
いし

　浜
はま

がけ海
かい

岸
がん

砂
すな

　浜
はま

地ち

図ず

の
記き

号ご
う
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鉄
てつ

道
どう

路
ろ

線
せん

図
ず

に使
つか

われている記
き

号
ごう

　東
とう

京
きょう

には、東
とう

京
きょう

メトロ、都
と

営
えい

地
ち

下
か

鉄
てつ

合
あ

わせて13

の地
ち

下
か

鉄
てつ

路
ろ

線
せん

があります。ひと目
め

でわかるよう、各
かく

路
ろ

線
せん

を色
いろ

分
わ

けしたり、駅
えき

に番
ばん

号
ごう

をつけ、駅
えき

の表
ひょう

示
じ

と路
ろ

線
せん

図
ず

を対
たい

応
おう

させることで、わかりやすくしています。

　いろいろな鉄
てつ

道
どう

が走
はし

っている都
と

市
し

部
ぶ

では、J
ジェイアール

R、私
し

鉄
てつ

、地
ち

下
か

鉄
てつ

などの鉄
てつ

道
どう

が通
とお

り、複
ふく

雑
ざつ

に入
い

り組
く

んでいます。鉄
てつ

道
どう

路
ろ

線
せん

図
ず

は、目
もく

的
てき

地
ち

までのルートや乗
の

りかえる駅
えき

をわかりやすくするために、記
き

号
ごう

が使
つか

われています。東
とう

京
きょう

の地
ち

下
か

鉄
てつ

は、路
ろ

線
せん

や駅
えき

ごとに記
き

号
ごう

や番
ばん

号
ごう

を使
つか

った工
く

夫
ふう

が取
と

り入
い

れられています。

東
と う

京
きょう

の地
ち

下
か

鉄
て つ

路
ろ

線
せ ん

図
ず

の記
き

号
ご う
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扌東
とう

京
きょう

の地
ち

下
か

鉄
てつ

路
ろ

線
せん

図
ず

（ナンバリング路
ろ

線
せん

図
ず

）。路
ろ

線
せん

は色
いろ

と路
ろ

線
せん

名
めい

の頭
かしら

文
も

字
じ

のアルファベットで分
わ

けられ、それぞれの駅
えき

には番
ばん

号
ごう

がつけられている。
これにより、たとえば日

ひ

比
び

谷
や

線
せん

（頭
かしら

文
も

字
じ

H
エイチ

）の六
ろっ

本
ぽん

木
ぎ

駅
えき

（04）は、H
エイチ

-04のように記
き

号
ごう

として表
あらわ

せる。

扌東
とう

京
きょう

メトロ日
ひ

比
び

谷
や

線
せん

路
ろ

線
せん

図
ず

。駅
えき

ごとに乗
の

りかえできる路
ろ

線
せん

がわかる。

➡駅
えき

ホームの駅
えき

名
めい

表
ひょう

示
じ

。路
ろ

線
せん

の記
き

号
ごう

と駅
えき

の番
ばん

号
ごう

が書
か

かれている。 東京メトロ


